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水質検査計画（水道法施行規則第１５条第６項） 

水質検査は、水質基準に適合し安全であることを保障するために不可欠であり、水道水の水質

管理において中核をなすものです。 

水質検査計画とは、水質検査の適正化を確保するために、水質検査項目等を定めたものです。 

 

水質検査計画の内容 

１．基本方針 

２．水道事業の概要 

３．水道の原水及び浄水の状況 

４．採水地点 

５．水質検査項目及び検査頻度 

６．水質検査方法 

７．水質検査の委託 

８．臨時の水質検査 

９．水質検査の公表 

  １０．検査結果の評価及び水質検査計画の見直し 

１１．水質検査の精度と信頼性保証 

１２．関係者との連携 

 

 

柳井地域広域水道企業団では、水道の原水及び浄水の状況を踏まえ、水質検査計画を策定し、

水道用水の安全性を確保するための水質検査についてご理解いただけるよう公表します。 
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１ 基本方針 

（１）  採水地点は、構成団体の各配水池入口、浄水場の入口（着水井）、出口（浄水池）及び水

源とします。 

（２）  検査項目は、水道法で検査が義務付けられている水質基準項目、及び検査計画に位置

付けることが望ましいとされている水質管理目標設定項目とします。 

（３） 検査頻度は、 

・ 高いレベルで安全性を確保するため、検査回数を省略せず、全ての検査を行いま 

 す。 

・ 浄水場入口及び出口では概ね 1 ヶ月毎に 1回、各配水池では概ね３ヶ月毎に１回、水

質基準項目全てについて検査します。また、水質管理目標設定項目についても検査し

ます。 

・ 浄水場では、浄水処理における水質の変化を監視するため、pH 値、濁度、色度、及び

残留塩素の検査については 1日 1回の検査を行います。 

      ・ 各ルート末端の配水池では、色及び濁り並びに消毒の残留効果について１日１回の検

査を行います。（水道法施行規則第１５条第１項第１号） 

 

２ 水道事業の概要 

本事業は、国の小瀬川総合開発事業計画により山口・広島県境の小瀬川に建設された国土

交通省直轄の弥栄ダムを水源として遠距離導水し、柳井地域のほぼ中心地にあたる柳井市に

浄水場を設け、上関ルート、大島ルート、由宇ルートの３系統の送水施設を通じて柳井地域２

市４町の水道事業体に対して、水道用水を供給する事業です。 

 

（１） 送水状況 

水道用水供給区域 柳井市、周防大島町、岩国市（岩国市由宇町の

区域に限る）、上関町、田布施町、平生町 

給水人口（令和５年度末） 55,607人 

一日最大給水量 26,990ｍ３ 

一日平均給水量（令和５年度） 18,569ｍ３ 

 

（２） 施設概要 

・ 貯水施設  

名称 諸元 

弥栄ダム 

（国土交通省） 

重力式コンクリートダム 

堤高 120ｍ   堤頂長 540ｍ 

総貯水量 112,000,000ｍ３ 
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有効水量 106,000,000ｍ３ 

都市用水  48,000,000ｍ３ 

 

・ 取水施設 

名称 諸元 

選択取水  取水量 1.05ｍ３／sec 90,500ｍ３／day 

 取水管直径 1,000ｍｍ  取水バルブ８基 

 

・ 導水施設 

名称 諸元 

導水管  直径 1,200ｍｍ～700ｍｍ  延長 10,901ｍ 

導水トンネル  標準馬蹄形 2.0ｍ×2.0ｍ  延長 20,679ｍ 

第 1調整池  容量 17,400ｍ３  LWL 35.54ｍ 

送水ポンプ  吐出量 12.97ｍ３／min  全揚呈 142ｍ 

 出力 450ｋＷ  台数 3台（内予備 1台） 

 吐出量   5.4ｍ３／min  全揚呈 128ｍ 

 出力 160ｋＷ  台数 1台 

 

・ 浄水施設 

浄水場名 日積浄水場 

所在地 柳井市日積 13854番地 

敷地面積 66,454ｍ2 

原水の種類 

 

表流水 

環境基準類型 湖沼 AA類型 

処理能力 30,000ｍ3／day 

沈澱池 傾斜板式沈澱池 

ろ過池 自然平衡形ろ過池 

浄水処理方法 急速ろ過 

前塩素処理 中間塩素処理 後塩素処理 

浄水の採水位置 浄水池 

 

・ 送水施設 

名称 諸元 

送水管 直径 900ｍｍ～150ｍｍ  延長計 101,217ｍ 
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３ 水道の原水及び浄水の状況 

水道の原水の状況として、原水の汚染要因及び水質管理上注目しなければならない項目を

示しました。 

 

原水の状況 

水源 弥栄ダム 

原水の汚染要因 ・藻類プランクトン発生による臭気障害 

・農薬散布等 

水質管理上注意すべき項目 ｐＨ値 

臭気物質 

農薬類 

クリプトスポリジウム 

 

浄水場では、原水の汚染要因を踏まえて適正な浄水処理を徹底して行っています。 

浄水は、これまでの検査結果から、水質基準を十分満足していることから、安全で良質な水です。 

 

４ 採水地点 

（１） 配水池 

浄水場から出た水の水質の変化及び安全性を確認するため、各配水池の入口で採水

します。 

（２） 浄水場の入口と出口 

浄水処理が適正に行われていることを確認するために、浄水場の入口と出口の水を採

水します。 

（３） 水源 

安全で良質な水道用水を供給するための浄水処理に、水源水質が影響を与えるため、

弥栄ダム取水口から最も近い施設の水を採水します。 
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水道用水供給区域と採水地点 
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５ 水質検査項目と検査頻度 

（１） 水質基準が適用される配水池入口における水質検査項目と検査頻度 

ア 水質検査項目 

水質基準全項目（表．1）について検査します。また、管理目標設定項目（表．2）、その

他の項目（表．３）については当企業団現有の分析機器で検査可能な項目について検

査します。 

イ 検査頻度 

表中の検査頻度でＭの表記されている項目については概ね一箇月毎に１回の検査を

します。それ以外の項目については概ね三箇月毎に１回の検査をします。 

（２） 当企業団が適正な水質管理を行うための水質検査項目と検査頻度 

ア 水質検査項目 

浄水場の入口と出口については、水質基準全項目（表．1）について検査します。また、

管理目標設定項目（表．2）、その他の項目（表．３）についても検査します。 

水源については当企業団現有の分析機器で検査可能な項目について検査します。 

イ 検査頻度 

浄水場の入口と出口については、概ね一箇月毎に１回、表中の検査頻度で Yの表記さ

れている項目については１年に１回の検査をします。 

水源については概ね三箇月毎に１回の検査をします。 

 

６ 水質検査方法 

水質検査は自己検査を基本として、当企業団日積浄水場で行います。水質基準項目及び

水質管理目標設定項目の検査方法は国が定めた水道水の検査方法（「水質基準に関する省

令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法」）によって行い、その他項目の検査方法は、上

水試験方法（日本水道協会）等によって行います。 

 

７ 水質検査の委託 

当企業団では、構成団体へ安全な水を供給するため、水質基準項目については日積浄水

場において自己検査を行います。 

したがって、水質基準項目以外で自己検査できない項目については外部へ水質検査を委

託します。 
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８ 臨時の水質検査 

水源等で、次のような水質変化があり、その変化に対応した浄水処理を行うことができず、配

水池の水で水質基準値を超えるおそれがある場合には、直ちに取水を停止して、必要に応じ

て水源、浄水場及び配水池などから採水し、臨時の水質検査を行います。 

（１） 原因不明の色及び濁りに変化が生じるなど水質が著しく悪化したとき 

（２） 多数の死んだ魚が浮上しているとき 

（３） 臭気等に著しい変化が生じるなどの異常があったとき 

臨時の水質検査は、水質異常が発生したとき直ちに実施し、水質異常が終息し、配水池の

安全性が確認されるまで行います。 

 

９ 水質検査の公表 

公表した水質検査計画に基づき水質検査を行い、その結果は、ホームページで速やかに公

表します。また水質検査計画は毎年度作成します。 

 

１０ 検査結果の評価及び水質検査計画の見直し 

   水質検査計画に基づく水質検査の結果について、水質基準値等、過去の検査結果等と比 

  較して評価します。評価、意見等を受けて、必要に応じて水質検査計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 質 検 査 計 画 の 策 定 フ ロ ー 

柳井地域広域水道企業団 

①策定した計画の公表 

水質検査計画の策定 

②計画案に対する意見 

③検査結果の公表 

水 

道 

利 

用 

者 

検査の実施 

検査結果 

検査の評価 

④
計
画
の
見
直
し 
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１１ 水質検査の精度と信頼性保証 

検査項目は、多種多様にわたり、その測定も極微量レベルです。当企業団では、水質検査

の測定値の信頼性を確保するため、正確かつ精度の高い検査体制を整えています。 

（１） 水質検査の精度 

原則として基準値及び目標値の 1/10 の定量下限が得られ、基準値及び目標値の 1/10

付近の測定において、変動係数（CV）が金属類では 10％以下、また、有機物では 20％以下

の水質検査を行います。 

（２） 信頼性保証 

測定者間のバラツキを無くすために、分析方法ごとに標準作業手順書を整えて精度のよ

い測定を行い、水質検査の信頼性を確保しています。加えて毎年、厚生労働省及び山口県

水道水外部精度管理連絡協議会で行う精度管理の評価試験を受け、信頼性の保証に努め

ています。 

 

１２ 関係者との連携 

当企業団で行う水質検査以外にも、水源である弥栄ダムにおいて水質汚濁防止法に係る

環境基準項目についての検査が行われており、その検査結果はダム管理事務所から当企業

団へ速やかに伝えられています。 

また、水源で水質汚染事故が発生した場合には、弥栄ダムが属する小瀬川水系に関係す

る機関で構成している｢小瀬川水質保全連絡協議会｣の緊急時連絡網により情報交換を行い、

必要に応じて水質検査をし、浄水場で適切な対応をすることで安定的に安全で良質な水道

用水を供給します。 

 


